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ちえぶくろちえぶくろちえぶくろちえぶくろ 花粉症の峠は越えましたか?
まだまだ辛いでしょうか?

手作りインナーマスクで
花粉を99%カット♪

用意するのはこれだけ
使い捨てマスク、10㎝四方のガーゼ（2枚）、化粧用のコットン

※詳しくは「花粉症　インナーマスク」で検索してください。

❶コットンを筒状に丸めて1枚のガーゼに包む
❷マスクにもう1枚のガーゼを4つ折りにしてあてる
❸鼻の下に❶をおき、ガーゼをあてたマスクを装着する

❶コットンを筒状に丸めて1枚のガーゼに包む
❷マスクにもう1枚のガーゼを4つ折りにしてあてる
❸鼻の下に❶をおき、ガーゼをあてたマスクを装着する



一般会計予算（歳入内訳）

平成31年3月定例会を3月8日から22日の15日間開催した。
30年度補正予算、条例改正・廃止、31年度予算、人事案などを慎重審議し、全て原案の通り可決・同意した。
なお、31年度予算については、予算特別委員会を設置し2分科会に分かれ審査し、全体会で審議した。

前年度比0.6%増

84億1009万円84億1009万円8484億10091009万円万円
明るいまちづくりに

平成31年度
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・地方交付税
・国庫支出金
・県支出金
・町債
・地方譲与税
・利子割交付金
・配当割交付金
・株式等譲渡所得割交付金
・地方消費税交付金
・ゴルフ場利用税交付金
・自動車取得税交付金
・環境性能割交付金
・地方特例交付金
・交通安全対策特別交付金

国から交付されるお金
国からの補助など
県からの補助など
町が借りるお金

24億円
6億5311万円
4億5097万円
9億5179万円
6265万円
205万円
548万円
529万円

2億3117万円
41万円
666万円
252万円
750万円
156万円

（28.5%）
（7.8%）
（5.4%）
（11.3%）
（0.7%）
（0.0%）
（0.1%）
（0.1%）
（2.8%）
（0.0%）
（0.1%）
（0.0%）
（0.1%）
（0.0%）

47億8116万円（56．9％）
国・県からの収入・借入金などの財源

・町税
・繰入金
・分担金・負担金
・使用料・手数料
・財産収入
・寄附金
・繰越金
・諸収入

皆さんが納めた税金
基金等から

13億9531万円
13億2040万円

9378万円
9572万円
1296万円
8753万円
4654万円

5億7669万円

（16.6%）
（15.7%）
（1.1%）
（1.1%）
（0.2%）
（1.0%）
（0.5%）
（6.9%）

36億2893万円（43．1％）
町で集めた財源



役目を終えた「分庁舎」

解体される「ますほ児童センター」

供用開始した「いきいきスポーツ公園」「学校給食センター」建設地 「十谷大型バス駐車場」用地

・議会CATV放送業務
・分庁舎解体事業
・町制施行10周年記念式典関係経費
・山車巡行祭り実行委員会補助
・ますほ児童センター解体工事
・峡南医療センター企業団運営負担金
・峡南医療センター企業団貸付金
・青柳排水機場制水ゲート等更新工事
・第1揚水機場ポンプ更新工事
・十谷大型バス駐車場設計業務
・リニア側道測量設計業務
・富士川いきいきスポーツ公園整備事業
・学校給食センター整備事業
・ますほ文化ホール井戸ポンプ更新工事

136万円
7654万円
118万円
400万円
4430万円

3億3183万円
4億5000万円

333万円
350万円
491万円
1030万円
8520万円

4億4199万円
795万円

新年度の注目事業

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

介護サービス事業

奨学金

簡易水道事業

下水道事業

営農飲雑用水事業

16億8490万円

3億6995万円

18億2761万円

8836万円

72万円

1億712万円

7億3930万円

461万円

（△8.9）

（4.0）

（△2.2）

（3.2）

（0.0）

（36.4）

（△2.2）

（125.6）

箱原農業集落排水事業

鹿島財産区

カラマツオ外三十山恩賜林保護財産区

かじかの湯事業

峡南地区ことばの教室共同設置

峡南地区充指導主事共同設置

1331万円

6万円

44万円

4494万円

175万円

85万円

（0.9）

（△25.9）

（0.0）

（8.8）

（△5.1）

（△3.4）

平成31年度特別会計予算 （前年度比％）
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収益的支出
資本的支出

2億8024万円（0.2）
1億7440万円（0.1）

水道事業会計



第1分団詰所（天神中條区）

分科会報告

【
産
業
振
興
課
】

問　

十
谷
大
型
バ
ス
駐
車
場
設

計
委
託
の
詳
細
は
。

答　

盛
り
土
方
式
や
町
道
か
ら

の
進
入
方
式
な
ど
、4
つ
の
提
案

の
中
か
ら
決
定
し
て
設
計
委
託

す
る
。

問　

林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
職
務

内
容
は
。

答　

新
た
な
森
林
経
営
管
理
制

度
に
対
応
す
る
た
め
の
、森
林・林

業
の
専
門
職
で
あ
る
。

【
政
策
秘
書
課
】

問　

空
き
家
改
修
費
補
助
お
よ

び
定
住
奨
励
金
補
助
の
見
込
み

は
。

答　

空
き
家
改
修
費
補
助
が
4

件
、
定
住
奨
励
金
補
助
が

1
4
0
件
で
1
2
6
0
万
円
を

計
上
し
た
。

問　

町
制
施
行
10
周
年
記
念
事

業
の
、ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
制
定
は
ど
ん

な
方
法
で
行
う
の
か
。

答　

公
募
で
幅
広
く
呼
び
か
け
、

町
内
の
子
ど
も
た
ち
の
意
見
も

反
映
で
き
る
よ
う
な
方
法
で
決

め
て
い
き
た
い
。

【
都
市
整
備
課
】

問　

富
士
川
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ

公
園
整
備
工
事
8
5
2
0
万
円

の
内
訳
は
。

答　

北
側
駐
車
場
の
整
備・河
川

敷
地
内
に
給
水
配
管・電
気
配
管

の
敷
設・可
搬
式
ト
イ
レ
の
設
置

な
ど
で
あ
る
。

【
財
務
課
】

問　

歳
入
の
地
方
債
の
借
換
債

と
は
。

答　

銀
行
な
ど
引
受
資
金
で
借

り
入
れ
て
い
る
、金
融
機
関
の
利

率
見
直
し
時
に一括
返
還
を
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
計
上
し
て
い
る
。

問　

派
遣
職
員
人
件
費
の
対
象

と
な
って
い
る
派
遣
先
は
。

答　

山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
、山
梨
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
、山
梨
県
リ
ニ
ア
用

地
事
務
所
、峡
南
広
域
行
政
組

合
計
算
セ
ン
タ
ー
へ
の
派
遣
で
あ

る
。

【
税
務
課
】

問　

個
人
町
民
税
お
よ
び
法
人

町
民
税
の
歳
入
額
を
、対
前
年

度
比
較
減
と
し
た
要
因
は
。

答　

地
方
で
は
都
市
部
ほ
ど
の

景
気
上
昇
が
見
込
め
ず
、所
得

も
減
少
傾
向
に
あ
る
た
め
。

問　

軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割

と
は
。

答　

自
動
車
取
得
税
の
廃
止
に

伴
い
、燃
費
基
準
達
成
な
ど
に
応

じ
て
、取
得
価
格
の
1
〜
2
%
か

か
る
税
金
で
あ
る
。

【
防
災
課
】

問　

衛
星
携
帯
電
話
の
使
用
状

況
お
よ
び
保
有
台
数
は
。

答　

こ
こ
2
年
間
使
用
実
績
が

な
い
こ
と
か
ら
、5
台
保
有
し
て

い
た
の
を
3
台
に
し
た
。設
置
場

所
は
役
場
本
庁
舎
・
中
部
区
・五

開
区
で
あ
る
。

問　

第
1
分
団
詰
所
防
火
水
槽

設
置
工
事
と
は
。

答　

耐
震
性
の
60
㌧
の
防
火
水

槽
を
詰
所
敷
地
内
に
設
置
し
、

舗
装
工
事
を
行
う
。

【
土
木
整
備
課
】

問　

橋
梁
長
寿
命
化
補
修
工
事

の
計
画
場
所
は
。

答　

点
検
の
結
果
75
橋
の
修
繕

が
必
要
で
あ
る
が
、31
年
度
は
五

開
区
に
あ
る
開
柳
橋
の
補
修
工

事
を
行
う
。

【
管
財
課
】

問　

31
年
度
か
ら
コ
リ
ン
ズ
テ
ク

リ
ス
登
録
デ
ー
タ
検
索
シ
ス
テ
ム

が
導
入
さ
れ
る
が
そ
の
内
容
は
。

答　

業
者
の
工
事
実
績
情
報
な

ど
を
検
索
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
、

競
争
入
札
の
参
考
に
活
用
す
る
。

【
議
会
事
務
局
】

問　

放
送
業
務
委
託
と
は
。

答　

6
月
よ
り
行
う
議
会
の一般

質
問
の
録
画
放
送
で
あ
る
。
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補修される開柳橋（五開区）

（平成31年度予算）



【
生
涯
学
習
課
】

問　

放
課
後
子
供
教
室
推
進
事

業
の
事
業
内
容
は
。

答　

伝
統
文
化
の
茶
道
、
琴
、

わ
く
わ
く
科
学
教
室
、
そ
よ
風

教
室
、
南
小
学
校
の
ゆ
ず
っ
子

教
室
な
ど
で
、
国
と
県
の
補
助

が
各
3
分
の
1
で
あ
る
。

【
教
育
総
務
課
】

問　

I
C
T
教
育
推
進
用
機
器

リ
ー
ス
の
内
容
は
。

答　

電
子
黒
板
用
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
小
学
校
7
台
、
中
学
校

4
台
で
あ
る
。

問　

学
校
敷
地
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
工
事
の
内
容
は
。

答　

死
角
が
多
い
増
穂
小
学
校

に
3
台
設
置
す
る
が
、
今
後
、

各
学
校
へ
の
設
置
を
検
討
す
る
。

【
町
民
生
活
課
】

問　

使
用
済
み
小
型
家
電
処
理

料
20
万
円
と
は
。

答　

中
国
の
資
源
ご
み
輸
入
禁

止
に
よ
り
、
4
月
以
降
は
処
分

費
用
が
か
か
る
た
め
委
託
料
と

し
て
計
上
し
た
。

問　

不
法
投
棄
物
処
理
手
数
料

8
万
円
と
は
。

答　

不
法
投
棄
さ
れ
た
家
電
製

品
や
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
実
施
後
の

処
理
経
費
な
ど
で
あ
る
。

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

問　

特
定
健
診
受
診
率
は
。

答　

29
年
度
の
健
診
受
診
率
は

56
・
1
％
、
町
の
目
標
を
上
回

っ
た
。
国
の
目
標
60
％
に
は
及

ば
な
い
が
、
県
内
で
は
高
い
健

診
受
診
率
に
な
っ
て
い
る
。
今

後
は
、
人
間
ド
ッ
ク
を
自
費
で

受
診
し
て
い
る
被
保
険
者
に
対

し
て
、
8
千
円
を
助
成
し
、
健

診
受
診
率
向
上
を
目
指
す
。

【
福
祉
保
健
課
】

問　

ひ
き
こ
も
り
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
該
当
者
数

は
。

答　

30
人
程
度
だ
が
、
さ
ら
に

内
在
者
が
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

（
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
）

問　

通
所
A
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
。

答　

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
該

当
者
ま
た
は
要
支
援
1
、
2
と

認
定
さ
れ
た
方
に
対
し
、
心
身

と
も
に
自
立
し
た
日
常
生
活
が

送
れ
る
よ
う
、
筋
力
低
下
予
防

や
認
知
症
予
防
の
サ
ー
ビ
ス
を

社
協
に
委
託
し
て
日
帰
り
で
行

っ
て
い
る
。
1
割
負
担
の
方
は
、

3
時
間
未
満
で
自
己
負
担

2
0
0
円
、
1
日
利
用
で
自
己

負
担
3
0
0
円
の
利
用
料
で
あ

る
。

（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

問　

健
康
い
き
い
き
情
報
番
組

制
作
の
内
容
は
。

答　

平
成
30
年
度
か
ら
町
の
保

健
福
祉
情
報
を
C
A
T
V
で
放

送
し
て
い
る
。
平
成
31
年
度
も

介
護
予
防
の
情
報
を
中
心
に
、

午
前
9
時
と
午
後
8
時
に

C
A
T
V
で
放
送
す
る
。

問　

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
委
託

料
の
内
容
は
。

答　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
等

の
見
守
り
も
兼
ね
て
行
っ
て
い

る
。
昨
年
11
月
か
ら
調
理
を
民

間
委
託
と
し
、
社
協
で
配
送
し

て
い
る
。
単
価
5
0
0
円
で
、

住
民
税
非
課
税
の
方
は
供
給
単

価
4
0
0
円
で
あ
る
。

【
子
育
て
支
援
課
】

問　

ひ
と
り
親
家
庭
高
校
入
学

祝
金
の
対
象
者
と
は
。

答　

ひ
と
り
親
家
庭
の
う
ち
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
高
校
入

学
予
定
者
で
あ
る
。
県
外
の
高

校
へ
の
入
学
者
は
対
象
に
な
ら

な
い
。

問　

病
後
児
保
育
利
用
者
負
担

金
と
は
。

答　

15
人
の
利
用
予
定
者
を
見

込
み
、
病
後
児
保
育
委
託
料
37

万
円
は
、
富
士
川
病
院
の
施
設

利
用
に
伴
い
計
上
し
て
い
る
。

問　

山
梨
県
産
後
ケ
ア
事
業
の

利
用
状
況
は
。

答　

平
成
30
年
度
は
4
人
が
利

用
し
た
。
そ
の
内
1
人
は
2
回

利
用
し
た
。
実
績
も
上
が
っ
て

き
た
の
で
、
31
年
度
は
6
泊
で

4
人
分
を
見
込
ん
で
い
る
。

町営若宮団地

町道大椚大久保線用地

ゆずっ子文化祭（増穂南小学校）
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3
月
8
日
の
本
会
議
で
、
予

算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

31
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
3
月

14
日
、
15
日
、
19
日
に
委
員
会

を
開
き
慎
重
審
議
を
行
っ
た
。

討
論
な
く
、
全
会
一
致
で
可
決

し
た
。

【
予
算
特
別
委
員
会
現
地
視
察
】

・
町
営
若
宮
団
地　

屋
上
・
外

　

壁
改
修
現
場

・
町
道
大
椚
大
久
保
線
用
地
購

　

入
・
物
件
補
償
現
場

・
富
士
川
町
児
童
セ
ン
タ
ー
ほ
か

現地視察の様子
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平成30年度補正予算

補
正
予
算
の
お
も
な
質
疑

﹇
産
業
振
興
課
﹈

問　

鳥
獣
被
害
対
策
費
の
年

額
千
円
は
ど
の
よ
う
な
活
動
費

か
。

答　

鳥
獣
被
害
対
策
の
実
施

隊
員
の
年
額
手
当
で
あ
る
。

﹇
政
策
秘
書
課
﹈

問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
賃

金
1
1
8
万
円
の
減
額
の
理

由
は
。

答　

応
募
が
な
か
っ
た
た
め
、

今
回
7
カ
月
分
減
額
補
正
を

行
っ
た
。

﹇
上
下
水
道
課
﹈

問　

流
域
下
水
道
事
業
費
減

額
2
3
6
2
万
円
の
繰
越
明

許
費
の
理
由
は
。

答　

現
状
の
設
計
工
法
で
は
工

事
が
無
理
で
あ
り
、リ
ー
ス
機

械
交
換
に
よ
り
こ
の
方
法
を

と
っ
た
。

﹇
財
務
課
﹈

問　

県
議
会
議
員
選
挙
費
委

託
料
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
設
置
業

務
減
額
39
万
円
は
。

答　

県
議
会
議
員
選
挙
が
4

月
7
日
に
確
定
し
た
た
め
、ポ

ス
タ
ー
掲
示
場
設
置
撤
去
の
撤

去
分
を
減
額
補
正
し
た
。

問　

地
方
債
の
借
入
利
率
は
。

答　

財
政
融
資
金
の
下
限
は

0・01
％
で
あ
り
、市
中
銀
行
は

利
率
照
会
を
行
う
。

﹇
福
祉
保
健
課
﹈

問　

峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
企
業

団
の
1
0
4
2
万
円
の
負
担

金
は
。

答　

算
定
見
直
し
に
よ
り
計

上
し
た
。

﹇
土
木
整
備
課
﹈

問　

た
め
池
整
備
事
業（
富
士

川
大
橋
）3
5
0
万
円
の
負
担

金
は
。

答　

国
の
補
正
が
付
き
、本
町

の
負
担
金
の
た
め
計
上
し
た
。

問　

平
林
伊
奈
ヶ
湖
線
道
路

改
良
工
事
2
0
2
0
万
円
は
。

答　

国
の
二
次
補
正
が
付
き

計
上
し
た
。

継続的工事が必要となる平林伊奈ヶ湖線

●
副
町
長齋

藤　
　

靖
（
中
部
区
）

新
任

（
敬
称
略
）

人　

事

●
固
定
資
産
評
価
審
査

　

委
員
会
委
員

依
田　
　

章
（
鰍
沢
北
区
）

再
任

芦
澤　
　

勲
（
最
勝
寺
区
）

再
任

神
田　

正
治
（　

米
区
）

再
任

齋
藤　

光
江
（
中
部
区
）

委
員

山
下　

政
巳
（
鰍
沢
北
区
）

補
充
員

●
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　

お
よ
び
補
充
員
の
選
挙
結
果

条
例
改
正
の
お
も
な
質
疑

﹇
福
祉
保
健
課
﹈

問　

保
健
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

条
例
一部
改
正
の
趣
旨
は
。

答　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
介

護
予
防
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
実
施
要
綱
内
に
明
記
し

た
。

﹇
都
市
整
備
課
﹈

問　

単
身
の
住
宅
困
窮
者
が
、

町
有
鰍
沢
団
地
に
入
居
可
能
か
。

答　

単
身
者
で
も
入
居
可
能
で

あ
る
。
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条例改正・廃止 条例改正11議案、条例廃止1議案が
提案され、可決されました。

●富士川町行政組織条例の一部改正
住民の多様なニーズに伴う新たな行政課題に対応する
ため、行政組織を再編することに伴うもの。

●富士川町職員定数条例の一部改正
町長、議会および教育委員会の事務部局の職員ならび
に教育委員会の所管に属する学校の職員の定数につい
て改正するもの。

●富士川町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正
人事院規則15－14（職員の勤務時間、休日および休暇）
の一部を改正する

●富士川町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び
　費用弁償に関する条例の一部改正
特別職の職員で非常勤のものの報酬について、所要の
改正を行うもの。

●富士川町職員給与条例の一部改正
職員の職務の級の分類の基準となる職務の内容につい
て、所要の改正を行うもの。

●富士川町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正
職員の特殊勤務手当の見直しに伴い、その種類および
支給について所要の改正を行うもの。

●富士川町国民健康保険税条例の一部改正
国民健康保険法施行令の一部を改正する政令（平成31
年政令第15号）の施行に伴い、国民健康保険税について、
所要の改正を行うもの。

●富士川町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正
地域の自主性および自立性を高めるための改革の推進
を図るための関係法律の整備に関する法律（平成30年
法律第66号）による、災害弔慰金の支給等に関する法律
（昭和48年法律82号）の一部改正に伴い、災害弔慰金の
支給について改正を行うもの。

●富士川町保健福祉支援センター条例の一部改正
富士川町保健福祉支援センターの事業内容の見直しに
伴うもの。

●富士川町手数料条例の一部改正
森林法等の一部を改正する法律（平成28年法律第44号）
の施行に伴い、林地台帳および森林の土地に関する地図
の公表等にかかる閲覧および交付の手数料について、
規定するもの。

●富士川町有住宅管理条例の一部改正
町有住宅の入居率の向上および住宅促進を図るため、
単身の住宅困窮者に対し、住宅を供給するため改正する
もの。

●富士川町単純労務職員の給与に関する条例を廃止
単純労務職員の廃止に伴い、条例を廃止するもの。

公表します 議員の賛否
平成31年3月定例会　審議した議案とその結果

○○○○○○○○○○○○○ 可決

○○○○○○○○○○○○○ 同意

結　

果

長
澤　
　

健

鮫
田　

洋
平

堀
内　

春
美

青
栁　

光
仁

深
澤　

公
雄

小
林
有
紀
子

成
田　
　

守

秋
山　
　

稔

望
月　
　

眞

井
上　

和
男

笹
本　

寿
彦

樋
口　

正
訓

秋
山　
　

仁

議　案　名

条
例
改
正
等・議
員
の
賛
否

●行政組織条例の一部改正
●職員定数条例の一部改正
●職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正
●特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁
償に関する条例の一部改正

●職員給与条例の一部改正
●職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正
●国民健康保険税条例の一部改正
●災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正
●保健福祉支援センター条例の一部改正
●手数料条例の一部改正
●町有住宅管理条例の一部改正
●単純労務職員の給与に関する条例を廃止する条例
●平成30年度一般会計補正予算（第8号）
●平成30年度国民健康保険特別会計補正予算（第2号）
●平成30年度後期高齢者医療特別会計補正予算
（第2号）
●平成30年度介護保険特別会計補正予算（第3号）
●平成30年度介護サービス事業特別会計補正予算
（第2号）
●平成30年度奨学金特別会計補正予算（第1号）
●平成30年度下水道事業特別会計補正予算（第4号）
●平成30年度かじかの湯事業特別会計補正予算
（第3号）
●平成30年度水道事業会計補正予算（第1号）

●平成31年度一般会計予算
●平成31年度国民健康保険特別会計予算
●平成31年度後期高齢者医療特別会計予算
●平成31年度介護保険特別会計予算
●平成31年度介護サービス事業特別会計予算
●平成31年度奨学金特別会計予算
●平成31年度簡易水道事業特別会計予算
●平成31年度下水道事業特別会計予算
●平成31年度営農飲雑用水事業特別会計予算
●平成31年度箱原農業集落排水事業特別会計予算
●平成31年度鹿島財産区特別会計予算
●平成31年度カラマツオ外三十山恩賜林保護財産
区特別会計予算

●平成31年度かじかの湯事業特別会計予算
●平成31年度峡南地区ことばの教室共同設置特別
会計予算

●平成31年度峡南地区充指導主事共同設置特別
会計予算

●平成31年度水道事業会計予算
●富士川いきいきスポーツ公園体育器具購入変更契
約の締結

●リニア高下工事用道路整備工事請負変更契約の
締結

●峡南広域行政組合規約の変更
●町議会傍聴規則の一部改正

●固定資産評価審査委員会委員の選任（依田章・芦澤勲・神田正治）
●副町長の選任（齋藤靖）



魅力ある「いきいきスポーツ
公園」の推進を
「かわまちづくり」で国と
　連携、一体的に整備・活用する

問　

公
園
ト
イ
レ
の
設
置
計
画

は
。

都
市
整
備
課
長　

管
理
棟
に
外

ト
イ
レ
を
整
備
す
る
。
男
性
用

が
、
小
便
器
4
器
・
洋
式
ト
イ

レ
2
器
、
女
性
用
が
洋
式
ト
イ

レ
5
器
、
多
目
的
ト
イ
レ
1
器

を
設
置
予
定
。
ま
た
、
河
川
敷

内
北
側
駐
車
場
付
近
に
可
搬
式

ト
イ
レ
1
基
を
設
置
予
定
。

問　

夜
間
照
明
器
具
の
設
置
計

画
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
整
備
課
長　

1
基
あ
た
り

L
E
D
8
灯
と
し
、
高
さ
8
㍍

可
倒
式
照
明
柱
を
競
技
場
周
辺

に
6
基
設
置
す
る
計
画
で
、
河

川
管
理
者
と
河
川
占
用
協
議
を

進
め
て
い
る
。

問　

公
園
西
側
は
国
道
が
走
り
、

病
院
や
住
居
・
公
営
住
宅
が
あ

る
が
影
響
は
な
い
か
。

都
市
整
備
課
長　

照
度
数
値
は

低
い
の
で
問
題
は
な
い
。
設
備

施
工
時
に
照
度
具
合
を
見
な
が

ら
、
取
り
付
け
角
度
な
ど
を
検

討
し
、
近
隣
へ
の
影
響
を
考
慮

し
て
調
整
す
る
。

問　

多
目
的
広
場
へ
の
遊
具
な

ど
の
設
置
計
画
は
。

都
市
整
備
課
長　

多
目
的
広
場

に
、
背
伸
ば
し
ベ
ン
チ
な
ど
の

健
康
遊
具
を
設
置
す
る
計
画
は

あ
る
が
、
子
ど
も
が
遊
べ
る
遊

具
な
ど
の
設
置
は
現
時
点
で
は

計
画
に
な
い
。
多
目
的
な
遊
具

設
置
の
必
要
性
も
あ
る
の
で
、

取
り
外
し
可
能
な
遊
具
に
限
定

さ
れ
る
が
、
設
置
可
能
か
河
川

管
理
者
と
協
議
し
て
い
く
。

問　

国
交
省
と
連
携
・
協
力
し

て
、
魅
力
あ
る
「
い
き
い
き
公

園
」
の
推
進
を
図
っ
て
ほ
し
い

が
。

都
市
整
備
課
長　

富
士
川
大
橋

か
ら
富
士
橋
ま
で
、
富
士
川
右

岸
水
辺
空
間
に
つ
い
て
国
交
省

よ
り
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画
に

認
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
国
と

連
携
し
て
一
体
的
に
整
備
活
用

し
て
い
き
た
い
。

問　

虐
待
の
深
刻
化
を
防
ぐ
た

め
の
行
政
と
し
て
の
取
り
組
み

は
。

子
育
て
支
援
課
長　

未
然
防

止
・
早
期
発
見
・
早
期
対
応
を

行
う
た
め
、
関
係
者
向
け
に
研

修
会
を
開
催
し
て
い
る
。
担
当

職
員
向
け
の
初
期
対
応
研
修
会

に
も
参
加
し
て
い
る
。
関
係
機

関
や
近
隣
者
か
ら
通
報
を
得
る

た
め
に
、
広
く
町
民
に
周
知
し

て
い
る
。
今
後
も
、
継
続
的
に

研
修
や
広
報
活
動
を
実
施
し
、

虐
待
の
な
い
町
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。

問　

虐
待
未
然
防
止
に
向
け
て

の
取
り
組
み
を
伺
う
。

子
育
て
支
援
課
長　

育
児
不
安

や
産
後
の
精
神
的
不
安
な
ど
か

ら
、
虐
待
に
陥
る
こ
と
を
防
ぐ

た
め
産
婦
健
康
診
査
を
実
施
し
、

産
後
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
利
用
を

促
す
な
ど
、
早
期
か
ら
母
親
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
親
が
育
て

に
く
さ
を
感
じ
る
家
庭
に
は

「
集
団
療
育
教
室
」
で
、
関
わ

り
方
や
接
し
方
に
つ
い
て
保
護

者
に
働
き
か
け
て
い
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
子
育
て
相
談
の
場

の
提
供
も
し
て
い
る
。

議員望 月 　 眞
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一
般
質
問

町
の
課
題
を
問
う

憩い・交流の場としても期待の「いきいきスポーツ公園」

虐
待
の
な
い
町
づ
く
り

の
推
進
に
つ
い
て



いきいきスポーツ公園の
活用方法は
各種競技会と祭りの
イベント会場に

問　

供
用
開
始
後
の
運
営
に
お

い
て
、
幅
広
い
積
極
的
な
活
用

案
は
。

生
涯
学
習
課
長　

町
の
ス
ポ
ー

ツ
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、

小
中
学
校
の
陸
上
競
技
会
、
祭

り
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
や
、
ス
ポ

ー
ツ
合
宿
の
誘
致
な
ど
を
考
え

て
い
る
。

問　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

を
盛
ん
に
誘
致
し
、
人
工
芝
を

生
か
し
た
競
技
場
の
聖
地
化
案

は
。

町
長　

高
校
野
球
で
は
甲
子
園
、

花
園
は
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
、
聖
地

と
な
る
に
は
、
全
日
本
の
選
手

権
大
会
級
の
大
会
が
必
要
で
あ

り
、
競
技
期
間
も
長
く
な
る
こ

と
か
ら
現
状
で
は
難
し
い
。

問　

い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
公
園

へ
の
町
の
公
共
交
通
の
運
行
は
。

政
策
秘
書
課
長　

町
の
公
共
交

通
バ
ス
3
系
統
が
あ
る
。
こ
の

う
ち
2
系
統
は
、
現
在
富
士
川

病
院
を
停
留
所
と
し
て
い
る
の

で
公
園
へ
の
移
動
手
段
と
し
た

い
。

問　

大
法
師
公
園
と
殿
原
ス
ポ

ー
ツ
公
園
、
桜
回
廊
一
連
を
観

光
名
所
に
す
る
考
え
は
。

産
業
振
興
課
長　

大
法
師
公
園

の
桜
は
、
日
本
さ
く
ら
名
所

1
0
0
選
に
選
定
さ
れ
、
桜
の

観
光
名
所
と
し
て
定
着
し
て
お

り
、
殿
原
ス
ポ
ー
ツ
公
園
も
多

く
の
花
見
客
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

桜
回
廊
も
平
成
23
年
度
か
ら

整
備
し
て
き
た
。
今
後
は
こ
れ

ら
を
一
体
化
し
た
桜
の
観
光
名

所
と
し
て
P
R
し
て
い
く
。

問　

記
念
日
植
樹
は
可
能
か
、

誕
生
日
や
結
婚
記
念
、
成
人
祝

い
な
ど
、
広
く
公
募
し
て
桜
の

植
樹
の
推
進
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
課
長　

東
日
本
大
震

災
鎮
魂
の
記
念
な
ど
記
念
植
樹

を
実
施
し
た
。
今
後
も
個
人
ま

た
実
行
委
員
会
形
式
や
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
形
式
で
、

植
樹
場
所
の
提
供
に
協
力
す
る
。

問　

町
制
10
周
年
の
誕
生
記

念
植
樹
は
可
能
か
。

町
長　

記
念
植
樹
は
十
分
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
町
に
は
他
に
も

公
園
が
あ
り
1
年
中
楽
し
め
る

よ
う
な
公
園
づ
く
り
を
考
え
て

い
る
。
子
ど
も
の
遊
具
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
や
付
帯
施
設
も
造
る

公
園
P
F
I
事
業
も
検
討
し
て

い
く
。

問　

現
在
、
富
士
川
町
と
町
田

市
で
交
流
を
結
ん
で
い
る
が
そ

の
効
果
は
。

政
策
秘
書
課
長　

平
成
7
年
11

月
に
協
定
し
、
特
産
品
の
販
売

や
観
光
面
で
の
交
流
も
行
っ
て

い
る
。

問　

今
後
も
交
流
都
市
を
増
や

す
計
画
は
あ
る
か
。

政
策
秘
書
課
長　

「
富
士
川
町

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
」

で
海
の
町
と
の
交
流
を
模
索
し

て
い
る
。
平
成
31
年
の
町
制

施
行
10
周
年
記
念
事
業
と
し
て

計
画
す
る
。

議員樋 口 正 訓

町
の
花
・
桜
事
業

に
つ
い
て

交
流
都
市
に
つ
い
て

9

一
般
質
問

町
の
課
題
を
問
う

満開の殿原スポーツ公園



職員の意識改革に民間の
品質管理活動の導入を
積極的に取り入れ
意識改革につなげたい

問　

昨
年
8
月
に
発
生
し
た
、

国
民
健
康
保
険
税
の
口
座
二
重

引
き
落
と
し
ミ
ス
の
再
発
防
止

に
向
け
た
改
善
策
は
。

会
計
管
理
者　

新
た
に
作
成
し

た
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
用
い
、

複
数
の
担
当
者
で
デ
ー
タ
の
重

複
が
な
い
か
確
認
し
、
口
座
振

替
依
頼
を
実
行
し
て
い
る
、
ま

た
、
シ
ス
テ
ム
研
修
を
実
施
し

共
通
認
識
を
図
っ
た
。

問　

今
年
1
月
に
発
生
し
た
山

梨
県
知
事
選
挙
投
票
所
入
場
券

記
載
誤
り
の
改
善
策
は
。

財
務
課
長　

記
載
誤
り
の
原
因

は
、
担
当
に
よ
る
確
認
ミ
ス
で

あ
り
、
複
数
人
で
の
確
認
を
怠

っ
た
た
め
で
あ
る
。
改
善
策
と

し
て
、
職
員
の
意
識
改
革
を
図

る
と
と
も
に
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

事
例
な
ど
を
全
課
で
出
し
合
い

共
有
し
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の

作
成
、
印
刷
依
頼
前
の
再
度
の

原
稿
確
認
、
印
刷
依
頼
先
と
の

変
更
箇
所
の
確
認
、
郵
便
局
へ

の
発
送
前
の
確
認
な
ど
、
段
階

的
作
業
を
複
数
人
で
行
っ
て
い

く
。

問　

今
ま
で
も
、
い
ろ
い
ろ
な

部
署
で
ミ
ス
が
あ
っ
た
。
そ
の

都
度
改
善
策
は
講
じ
ら
れ
る
が
、

ま
た
い
つ
か
違
う
部
署
で
違
う

ミ
ス
が
起
き
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
。
こ
こ
で
全
庁
的
に
し

っ
か
り
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
民
間
で
取
り
入

れ
て
い
る
品
質
管
理
・
能
力
向

上
・
組
織
活
性
化
・
意
識
改
革

と
い
っ
た
課
題
に
、
み
ん
な
で

取
り
組
ん
で
い
く
活
動
の

T
Q
M
（
ト
ー
タ
ル
・
ク
オ
リ

テ
ィ
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
）
を

導
入
す
る
考
え
は
。

財
務
課
長　

民
間
品
質
管
理
は
、

組
織
全
体
と
し
て
、
統
一
し
た

品
質
管
理
目
標
へ
の
取
り
組
み

を
経
営
戦
略
に
適
用
す
る
も
の

で
あ
り
、
見
習
う
点
は
多
い
。

　

民
間
の
手
法
で
取
り
入
れ
ら

れ
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
積
極
的

に
取
り
入
れ
、
職
員
の
意
識
改

革
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問　

鹿
島
落
居
ト
ン
ネ
ル
は
、

道
路
事
業
の
見
直
し
路
線
に
位

置
づ
け
ら
れ
取
り
残
さ
れ
て
い

る
。
県
知
事
も
変
わ
り
、
あ
ら

た
め
て
県
に
強
く
要
望
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

町
長　

中
部
横
断
自
動
車
道
が

全
面
開
通
す
れ
ば
、
六
郷
イ
ン

タ
ー
の
活
用
が
非
常
に
多
く
な

る
と
思
わ
れ
る
。
全
面
開
通
後

に
は
交
通
量
調
査
を
実
施
し
、

検
討
し
て
い
く
と
の
回
答
も
い

た
だ
い
て
い
る
。
鹿
島
落
居
ト

ン
ネ
ル
は
、
物
流
・
地
域
間
交

流
・
救
急
医
療
・
防
災
面
か
ら

も
必
要
と
考
え
る
、
今
後
も
ひ

と
つ
ず
つ
積
極
的
に
解
決
し
て

い
き
、
早
期
着
工
を
要
望
し
て

い
き
た
い
。

議員深 澤 公 雄
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一
般
質
問

町
の
課
題
を
問
う

早期着工が望まれる鹿島落居トンネル予定地

鹿
島
落
居
ト
ン
ネ
ル

の
要
望
は



感染症情報の町民への
周知方法は
町・県のホームページ
に掲載

問　

山
梨
県
福
祉
保
健
部
は
、

2
月
14
日
に
伝
染
性
紅
斑

（
通
称
リ
ン
ゴ
病
）
が
峡
南
保

健
所
管
内
で
警
報
レ
ベ
ル
に
入

っ
た
と
報
道
関
係
に
通
知
さ
れ

た
。
警
報
レ
ベ
ル
が
発
表
さ
れ

た
感
染
症
全
般
に
対
し
て
、
町

は
発
生
状
況
を
ど
の
よ
う
に
把

握
し
て
い
る
か
。

福
祉
保
健
課
長　

感
染
症
の
発

生
状
況
は
、
県
の
感
染
症
発
生

動
向
調
査
に
よ
り
、
流
行
状
況

が
週
ご
と
に
公
表
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
町
で
は
県
の
感
染

症
情
報
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
確
認
し
把
握
し
て
い
る
。

ま
た
、
学
校
お
よ
び
保
育
所
で

の
感
染
症
発
生
状
況
に
つ
い
て

は
、
全
国
統
一
の
「
学
校
等
欠

席
者
・
感
染
症
情
報
シ
ス
テ

ム
」
（
学
校
保
育
園
サ
ー
ベ
イ

ラ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
と
い
う
）
に

沿
っ
て
、
各
学
校
や
保
育
所
で

発
生
状
況
を
入
力
し
、
関
係
機

関
で
迅
速
に
把
握
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　

町
内
の
学
校
や
保
育
所
な
ど

で
感
染
症
情
報
を
入
力
し
た
際

に
は
、
同
時
に
健
康
増
進
担
当

に
連
絡
を
い
た
だ
き
、
健
康
増

進
担
当
か
ら
防
災
課
・
子
育
て

支
援
課
・
教
育
委
員
会
・
社
会

福
祉
協
議
会
へ
確
認
の
連
絡
を

行
う
事
で
、
町
内
の
発
生
状
況

に
つ
い
て
、
関
係
機
関
が
よ
り

早
く
把
握
で
き
る
よ
う
に
努
め

て
い
る
。

問　

把
握
し
た
感
染
症
情
報
の

町
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

福
祉
保
健
課
長　

感
染
症
発
生

情
報
の
迅
速
な
提
供
に
よ
り
、

感
染
症
の
発
生
や
ま
ん
延
を
防

止
す
る
事
を
目
的
と
す
る
。
町

で
も
町
民
の
皆
さ
ま
が
感
染
症

の
発
生
・
流
行
お
よ
び
予
防
に

つ
い
て
、
情
報
収
集
を
し
や
す

い
よ
う
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
す
る
と
共
に
、
県
の
感
染
症

情
報
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
も
で
き
る
。

問　

リ
ン
ゴ
病
の
感
染
症
分
類

は
。

福
祉
保
健
課
長　

感
染
症
法
の

対
象
と
な
る
感
染
症
の
中
で
5

類
に
分
類
さ
れ
る
。

問　

第
5
類
に
分
類
さ
れ
る
リ

ン
ゴ
病
の
危
険
度
は
。

福
祉
保
健
課
長　

感
染
症
は

「
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症

の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す

る
法
律
」
に
よ
り
、
感
染
力
、

危
険
性
が
高
い
順
に
1
類
か
ら

5
類
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

指
定
感
染
症
な
ど
に
分
類
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
対
応
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。
リ
ン
ゴ
病
は
手
足
口
病
、

風
疹
な
ど
と
同
じ
5
類
。
1
類
、

2
類
に
比
べ
、
感
染
力
や
危
険

性
は
高
く
な
い
。
法
の
中
で
は
、

国
民
や
医
療
機
関
へ
の
情
報
提

供
が
必
要
な
疾
患
と
な
っ
て
い

る
。

問　

感
染
症
に
不
安
を
抱
い
て

い
る
方
の
町
へ
の
問
い
合
わ
せ

先
は
。

福
祉
保
健
課
長　

町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
感
染
症
情
報
に
つ

い
て
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

る
。

11

議員井 上 和 男

一
般
質
問

町
の
課
題
を
問
う

迅速な対応でリンゴ病などの感染症の拡大を防止したい



町道を廃止する権利が
町長にあるのか
道路管理者は
町長である

問　

富
士
川
町
の
未
来
を
考
え

る
会
か
ら
、
建
設
の
規
模
、
建

設
費
・
建
設
場
所
等
の
見
直
し

に
つ
い
て
の
要
望
書
が
提
出
さ

れ
た
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

管
財
課
長　

今
後
進
め
て
い
く

「
新
庁
舎
建
設
基
本
設
計
」
に

お
い
て
、
設
計
者
と
協
議
を
行

う
中
で
、
町
が
必
要
と
す
る
庁

舎
の
建
設
規
模
・
建
設
費
を
算

出
し
て
い
く
。

問　

完
成
時
に
は
人
口
が

2
3
0
0
人
く
ら
い
減
少
す
る
。

こ
の
時
点
で
算
定
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
人
口
減
少
の
折
り

に
こ
ん
な
高
額
な
建
物
が
必
要

な
の
か
。

管
財
課
長　

富
士
川
町
役
場
と

し
て
、
必
要
な
行
政
機
能
を
備

え
た
新
庁
舎
を
建
設
す
る
と
い

う
こ
と
で
、
今
後
設
計
者
と
協

議
す
る
。

問　

建
設
場
所
は
ど
こ
か
。

管
財
課
長　

基
本
設
計
に
お
い

て
、
設
計
者
と
町
が
協
議
を
行

い
、
具
体
的
な
配
置
を
決
め
て

い
く
。

問　

決
ま
っ
て
い
な
い
の
に
な

ぜ
5
9
0
0
㎡
、
金
額
が
出
て

く
る
の
か
。
高
額
な
建
設
に
、

町
民
か
ら
反
対
意
見
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
建
設
説
明
会

を
開
き
、
町
民
の
声
を
聞
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

管
財
課
長　

新
庁
舎
の
規
模
や

構
造
等
概
要
が
目
に
見
え
る
形

に
な
っ
た
時
点
で
、
事
業
説
明

会
を
開
催
し
て
い
き
た
い
。

問　

決
ま
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
。

2
軒
を
撤
去
さ
せ
生
活
道
路
で

あ
る
町
道
を
廃
止
す
る
。
そ
ん

な
権
利
が
町
長
に
あ
る
の
か
。

管
財
課
長　

町
道
の
廃
止
と
い

う
こ
と
に
な
る
と
、
道
路
管
理

者
は
町
長
な
の
で
、
手
続
き
を

行
い
道
路
の
廃
止
、
付
け
替
え

な
ど
の
形
で
整
備
を
行
う
。
2

軒
に
は
用
地
提
供
の
交
渉
を
行

っ
て
い
る
。

問　

決
ま
っ
て
い
な
い
の
に
用

地
交
渉
を
し
、
2
軒
を
撤
去
さ

せ
る
の
は
あ
ま
り
に
も
横
暴
で

は
な
い
か
。
町
民
の
税
金
を
使

い
行
う
事
業
で
あ
り
、
こ
の
借

金
は
町
民
が
全
部
背
負
う
こ
と

に
な
る
。
町
民
不
在
の
や
り
方
、

町
長
の
や
り
た
い
放
題
と
い
う

こ
ん
な
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
か
。

町
長　

今
後
は
基
本
設
計
を
行

い
、
町
の
財
政
、
維
持
管
理
コ

ス
ト
も
考
慮
し
な
が
ら
、
適
正

な
建
物
と
し
た
い
。

問　

1
年
7
カ
月
の
間
に
7
件

と
い
う
職
員
の
不
適
切
な
事
務

処
理
、
当
局
の
考
え
は
。

財
務
課
長　

各
課
に
お
い
て
細

心
の
注
意
を
心
掛
け
て
い
る
が
、

度
重
な
る
事
態
に
大
変
申
し
訳

な
い
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

問　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
還

付
金
未
返
還
、
か
じ
か
の
湯
の

ケ
ー
ブ
ル
盗
難
、
国
保
税
二
重

引
き
落
と
し
の
懲
罰
委
員
会
は

開
か
れ
た
の
か
。
ま
た
、
メ
ン

バ
ー
は
。

財
務
課
長　

開
催
し
た
。
メ
ン

バ
ー
は
役
場
の
職
員
で
あ
る
。

問　

メ
ン
バ
ー
に
外
部
の
中
立

公
正
な
人
を
入
れ
た
ら
ど
う
か
。

財
務
課
長　

職
員
組
合
の
代
表

が
入
り
厳
正
に
行
わ
れ
て
い
る
。

問　

不
適
切
な
事
務
処
理
に
よ

る
損
失
・
税
金
の
無
駄
使
い
に

対
し
て
当
局
の
考
え
は
。

財
務
課
長　

職
員
の
育
成
、
町

民
の
信
頼
回
復
に
努
め
て
い
く
。

議員堀 内 春 美

職
員
の
不
適
切
な
事
務

処
理
の
損
失
に
つ
い
て
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一
般
質
問

町
の
課
題
を
問
う

新庁舎整備の敷地、このどこに建てられるのか

本庁舎東別館分館

県道平林青柳線

東側駐車場

南側駐車場

本庁舎南別館

本庁舎東別館

本庁舎

町
道
金
手
小
林
1
号
線



リニア工事に伴う
関連車両の予測台数は
7年間で121,796台
月最大9,495台

問　

町
内
の
工
事
開
始
に
伴
い
、

大
型
車
両
な
ど
工
事
関
連
の
車

両
台
数
は
ど
の
よ
う
に
予
測
し

て
い
る
の
か
。

財
務
課
長　

本
町
に
お
け
る
予

測
工
事
車
両
は
、
環
境
影
響
評

価
書
に
よ
る
と
、
県
道
42
号

は
月
最
大
9
4
9
5
台
、
平
林

青
柳
線
は
月
最
大
6
5
9
3
台
、

高
下
鰍
沢
線
、
月
最
大

5
0
0
4
台
で
あ
る
。

問　

工
事
の
曜
日
・
時
間
帯
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

財
務
課
長　

地
上
部
の
工
事
は

平
日
の
日
中
、
ト
ン
ネ
ル
工
事

は
日
中
お
よ
び
夜
間
で
あ
る
。

曜
日
・
時
間
帯
は
施
工
業
者
が

決
定
次
第
、
検
討
し
具
体
的
に

示
す
こ
と
に
な
る

問　

町
内
に
関
す
る
工
事
期
間

は
。

財
務
課
長　

7
年
か
ら
8
年
程

度
で
あ
る
。
ト
ン
ネ
ル
工
事
は

7
年
程
度
で
あ
る
。

問　

町
内
の
渋
滞
予
測
は
。

財
務
課
長　

J
R
東
海
に
住
民

の
生
活
に
支
障
を
き
た
さ
な
い

よ
う
要
請
す
る
。

問　

騒
音
な
ど
の
苦
情
は
ど
こ

に
連
絡
を
す
る
の
か
。

財
務
課
長　

直
接
J
R
東
海
中

央
新
幹
線
山
梨
工
事
事
務
所
お

よ
び
役
場
リ
ニ
ア
対
策
担
当
で

対
応
す
る
。

問　

ル
ー
ト
上
の
住
民
は
、
補

償
交
渉
に
不
安
や
悩
ん
で
い
る

方
が
い
る
。
役
場
1
階
に
「
何

で
も
相
談
窓
口
」
を
開
設
で
き

な
い
か
。

財
務
課
長　

2
階
に
は
な
る
が
、

引
き
続
き
リ
ニ
ア
対
策
担
当
が
、

住
民
の
相
談
窓
口
と
し
て
対
応

す
る
。

問　

体
育
館
解
体
に
伴
い
、
第

1
保
育
園
に
園
児
を
送
迎
す
る

際
、
北
側
道
路
に
駐
車
し
送
迎

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
安

全
対
策
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

保
護
者
の

安
全
対
策
に
配
慮
す
る
よ
う
、

受
注
業
者
に
要
請
す
る
。
保
護

者
や
園
児
が
、
安
心
し
て
保
育

所
に
通
え
る
よ
う
努
め
る
。

問　

体
育
館
解
体
工
事
に
問
題

が
あ
っ
た
場
合
、
工
事
看
板
に

連
絡
先
が
あ
る
と
住
民
説
明
会

で
発
言
し
て
い
る
が
、
周
り
の

住
民
に
周
知
で
き
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長　

非
常
時
・
緊

急
時
の
連
絡
先
の
方
法
に
つ
い

て
1
、
2
カ
所
で
は
役
に
立
た

な
い
、
何
カ
所
か
に
設
置
す
る

よ
う
業
者
に
要
請
す
る
。

問　
　

米
・
小
林
区
な
ど
の
児

童
は
工
事
区
間
を
横
切
り
通
学

す
る
こ
と
に
な
り
、
危
険
度
が

増
す
。
町
独
自
の
安
全
対
策
は
。

教
育
総
務
課
長　

児
童
生
徒
の

通
学
路
の
安
全
確
保
な
ど
、
万

全
な
対
策
を
講
ず
る
。

問　

集
中
豪
雨
な
ど
で
非
常
に

危
険
と
思
わ
れ
る
「
西
之
入

橋
」
の
安
全
対
策
は
。

土
木
整
備
課
長　

山
梨
県
に
流

木
対
策
の
検
討
と
、
戸
川
・
利

根
川
の
安
全
向
上
に
つ
い
て
要

望
す
る
。

13

議員秋 山 　 稔

一
般
質
問

町
の
課
題
を
問
う

「西之入橋」全景

西
之
入
橋
の

危
険
性
は



旧増穂西小学校の
利活用は
平林区の活性化に
つながるよう指導する

問　

旧
増
穂
西
小
の
土
地
と
建

物
を
民
間
に
譲
渡
し
、
昨
年
の

8
月
に
は
体
験
宿
泊
な
ど
事
業

開
始
の
計
画
だ
っ
た
が
、
な
ぜ

未
着
手
か
。

政
策
秘
書
課
長　
「
株
式
会
社

氷
室
の
里
」へ
売
却
後
、
平
林

区
か
ら
、
町
が
仲
介
し
て
三
者

協
定
の
締
結
を
依
頼
さ
れ
た
。

平
成
30
年
10
月
19
日
に
利
用

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
た
。

年
内
に
は
着
工
し
、
明
年
に
は

完
成
の
計
画
で
あ
る
。

問　

今
後
、
業
者
に
ど
ん
な
指

導
を
す
る
の
か
。

政
策
秘
書
課
長　

地
域
発
展
を

目
的
と
し
て
宿
泊
体
験
施
設
を

計
画
し
て
い
る
。
町
も
平
林
区

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
指

導
す
る
。

問　

昨
年
の
8
月
以
降
、
事
業

者
や
地
域
と
西
小
に
関
す
る
打

ち
合
わ
せ
会
議
を
開
い
て
い
る

か
。

政
策
秘
書
課
長　

電
話
や
区
長

と
事
業
者
の
来
庁
で
、15
回
は

打
ち
合
わ
せ
て
き
た
。

問　

外
国
人
等
に
転
売
さ
れ
る

こ
と
を
危
惧
し
て
い
る
。
譲
渡

契
約
書
に
買
い
戻
し
特
約
な
ど

が
つ
け
て
あ
る
か
。

管
財
課
長　

契
約
書
に
は
一
般

的
な
買
戻
し
特
約
は
な
い
が
、

業
者
が
義
務
を
履
行
し
な
い
時

は
、
契
約
を
解
除
し
土
地
建
物

と
も
に
町
の
所
有
に
戻
す
。

問　

義
務
の
履
行
期
間
は
い
つ

ま
で
か
。

管
財
課
長　

平
成
32
年
4
月

1
日
ま
で
と
し
て
い
る
。

問　

小
中
学
校
の
長
寿
命
化
の

進
ち
ょ
く
状
況
は
。

教
育
総
務
課
長　

小
中
学
校
の

長
寿
命
化
計
画
は
、
専
門
業
者

に
委
託
し
、
31
年
度
中
に
調

査
し
改
修
方
法
を
検
討
す
る
。

問　

長
寿
命
化
対
策
で
、
小
中

学
校
の
建
て
替
え
は
何
年
程
度

先
延
ば
し
で
き
る
の
か
。

教
育
総
務
課
長　

小
中
学
校
は
、

建
築
か
ら
40
年
か
ら
50
年
経

過
。
文
科
省
で
は
計
画
的
に
改

修
し
、
建
築
後
80
年
程
度
ま

で
可
能
と
し
て
い
る
。

問　

町
内
の
1
5
9
橋
の
長
寿

命
化
の
予
算
計
画
は
。

土
木
整
備
課
長　

計
画
策
定
か

ら
10
年
間
は
上
限
5
千
万
円

と
し
、
修
繕
を
中
心
に
行
う
。

問　

長
寿
命
化
で
何
橋
修
繕
し

た
か
。

土
木
整
備
課
長　

24
橋
を
修

繕
し
た
。

問　

上
水
道
と
簡
易
水
道
の
年

間
敷
設
替
え
予
算
を
伺
う
。

上
下
水
道
課
長　

31
年
度
予

算
で
は
、
上
水
道
と
簡
易
水
道

で
5
千
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
予
算
の
シ
ー
リ
ン
グ
（
天
井
、

上
限
）
に
つ
い
て

・
7
大
事
業
の
計
画
縮
小
に
つ

い
て

議員青 栁 光 仁

長
寿
命
化
に
つ
い
て
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一
般
質
問

町
の
課
題
を
問
う

民間に譲渡した旧増穂西小学校



医療センターへの支援貸付
による本町への影響は

影響はない

問　

峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
の
融

資
に
関
す
る
支
援
に
つ
い
て
、

貸
付
金
の
返
済
期
限
は
い
つ
か
。

福
祉
保
健
課
長　

短
期
貸
付
金

は
当
該
年
度
に
終
わ
る
。
長
期

貸
付
金
の
平
成
27
年
度
分
の

う
ち
、
1
億
5
千
万
円
は
平
成

57
年
3
月
31
日
に
、
平
成
30

年
度
分
の
1
億
2
千
5
百
万
円

は
、
平
成
60
年
3
月
31
日
に

回
収
が
終
了
す
る
。

問　

昨
年
12
月
に
貸
付
金
を

行
っ
た
結
果
と
し
て
、
今
後
新

た
な
貸
付
金
の
発
生
は
な
い
か
。

町
長　

平
成
26
年
度
に
設
立

以
来
、
資
金
状
況
が
好
ま
し
く

な
く
運
転
資
金
を
貸
し
付
け
て

き
た
。
決
算
で
い
く
と
11
億

1
千
万
円
の
累
積
赤
字
が
あ
り
、

経
営
を
続
け
て
い
く
に
は
短
期

貸
付
金
が
当
面
必
要
で
あ
る
。

問　

峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の

今
後
の
支
援
は
。

福
祉
保
健
課
長　

構
成
町
で
あ

る
市
川
三
郷
町
と
当
町
で
、
財

政
的
な
面
を
中
心
に
支
援
し
て

い
く
。
内
容
は
負
担
金
と
貸
付

金
で
、
負
担
金
は
町
が
企
業
団

に
繰
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
総

務
省
繰
出
基
準
額
分
と
、
統
合

前
の
企
業
債
償
還
金
分
の
ほ
か
、

政
策
医
療
に
関
わ
る
貸
付
金
で

あ
る
。
当
年
度
の
運
転
資
金
と

し
て
短
期
貸
付
金
を
、
資
金
不

足
比
率
を
解
消
す
る
た
め
の
貸

付
を
長
期
貸
付
金
と
し
て
支
援

す
る
。

問　

峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
の
繰

越
欠
損
金
が
本
町
の
財
政
上
、

ど
う
影
響
す
る
か
。

町
長　

繰
越
欠
損
金
に
つ
い
て

は
、
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
の
責

任
と
し
て
返
済
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
る
の
で
、
両
町
の
財

政
へ
影
響
す
る
こ
と
は
な
い
。

問　

町
長
が
推
進
し
て
い
る
7

大
事
業
が
町
の
財
政
に
ど
う
影

響
す
る
の
か
。

財
務
課
長　

7
大
事
業
に
お
け

る
事
業
費
は
毎
年
度
作
成
し
て

い
る
、
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
お
い
て
想
定
計
画
額
を
計

上
し
、
国
・
県
の
補
助
や
有
利

な
地
方
債
の
借
入
を
行
い
、
予

算
の
平
準
化
と
世
代
間
の
公
平

性
を
図
り
、
事
務
事
業
の
見
直

し
や
徹
底
し
た
無
駄
の
排
除
に

よ
り
、
財
源
確
保
に
つ
な
げ
、

効
率
・
効
果
的
な
財
政
運
営
を

行
う
。

問　

7
大
事
業
を
推
進
し
た
場

合
、
本
町
の
財
政
見
通
し
は
ど

う
な
る
か
。

町
長　

自
治
体
は
国
の
作
る
、

地
方
財
政
計
画
に
基
づ
き
な
が

ら
予
算
編
成
し
、
運
営
し
て
い

る
。
町
の
財
政
も
決
し
て
楽
な

財
政
状
況
で
は
な
い
が
、
財
源

を
確
保
す
る
中
で
、
将
来
の
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
で
き
る

限
り
の
こ
と
を
行
い
た
い
。

15

議員成 田 　 守

一
般
質
問

町
の
課
題
を
問
う

7大事業により町の財政はどうなるか

7
大
事
業
に
つ
い
て



水道飲用水の環境
安全管理は
深井戸から汲み上げ、
定期的に水質検査している

問　

富
士
川
町
役
場
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
「
新
庁
舎
整
備
の
基
本

構
想
、
基
本
計
画
」
を
熟
読
し

た
が
、
完
全
に
は
納
得
で
き
な

い
。
面
積
・
費
用
増
減
と
積
算

根
拠
は
。

管
財
課
長　

面
積
は
「
新
庁
舎

執
務
環
境
整
備
基
本
計
画
」
で

「
最
大
5
9
0
0
㎡
」
に
変
更
。

今
後
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
決
定

し
た
設
計
者
と
協
議
し
延
床
面

積
を
算
出
す
る
。
建
設
費
は
国

土
交
通
省
新
営
予
算
単
価
を
用

い
、
㎡
単
価
を
40
万
円
と
し

た
。

町
長　

ま
だ
業
者
か
ら
提
案
が

な
い
の
で
想
定
金
額
は
分
か
ら

な
い
。
決
定
し
た
業
者
と
合
理

的
な
配
置
を
考
慮
し
て
総
体
面

積
が
変
わ
る
。
㎡
単
価
は
40

万
円
で
、
使
用
部
材
な
ど
で
大

き
く
前
後
す
る
が
、
30
億
円

程
度
は
必
要
に
な
る
。
旧
町
民

会
館
な
ど
の
解
体
費
用
は
入
っ

て
い
な
い
が
、
詳
細
設
計
を
し

た
後
に
金
額
を
示
す
。

問　

「
公
共
施
設
整
備
等
事
業

基
金
」
が
約
1
1
億
6
0
0
0

万
円
あ
る
。
新
庁
舎
建
設
等
に

は
、
ど
の
程
度
を
充
当
す
る
予

定
か
。

町
長　

公
共
施
設
整
備
等
基
金

は
16
億
円
あ
ま
り
計
上
し
て

あ
り
、
そ
れ
以
外
に
財
政
調
整

基
金
、
減
債
基
金
が
あ
る
。
こ

れ
ら
基
金
を
、
バ
ラ
ン
ス
を
と

り
な
が
ら
事
業
に
活
用
し
て
い

く
。

問　

農
水
省
デ
ー
タ
で
は
、

2
0
1
6
年
に
外
国
企
業
に
よ

り
買
収
さ
れ
た
国
内
の
森
林
は

2
0
2
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
。
わ

が
町
の
水
源
地
の
環
境
管
理
状

況
は
。

上
下
水
道
課
長　

水
源
地
域
で

諸
外
国
企
業
な
ど
が
買
収
し
た

事
実
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
町
内
の
水
源
地
周
辺
で
、

悪
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
施
設

は
な
い
が
、
安
全
な
飲
料
水
を

安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
に
、

定
期
的
に
水
質
検
査
を
実
施
し

て
い
る
。

問　

富
士
川
町
の
水
道
水
は
、

ど
の
よ
う
な
原
水
な
の
か
。

上
下
水
道
課
長　

「
上
水
道
」

は
深
井
戸
13
カ
所
で
、
約
38

m
か
ら
約
80
m
の
地
下
深
く

か
ら
汲
み
上
げ
て
い
る
。
西
側

に
位
置
す
る
山
間
部
に
降
っ
た

雨
や
雪
な
ど
が
長
い
年
月
を
か

け
て
、
浸
透
し
た
良
水
で
あ
る
。

問　

給
食
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
す

れ
ば
、
多
量
の
同
一
食
材
が
必

要
に
な
る
。
予
算
的
に
も
地
元

業
者
に
も
良
い
策
を
考
え
て
い

る
か
。

教
育
総
務
課
長　

地
元
の
業
者

は
大
事
に
し
た
い
が
、
特
に
新

た
な
対
策
は
考
え
て
い
な
い
。

栄
養
教
諭
の
献
立
に
よ
り
地
元

業
者
で
は
難
し
い
場
合
が
生
じ

る
。
町
内
か
ら
は
野
菜
や
肉
な

ど
を
購
入
し
て
い
る
が
、
衛
生

管
理
の
徹
底
や
、
納
入
条
件
な

ど
に
あ
っ
た
も
の
を
購
入
す
る
。

議員笹 本 寿 彦

水
道
水
の

品
質
に
つ
い
て

給
食
の
食
材
納
入
は

新
庁
舎
関
連
費
用
は
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一
般
質
問

町
の
課
題
を
問
う

深い井戸から汲み上げた良水。タンク2機で容量は計4千㌧



高齢者の困りごと相談や
送迎などの実施は
4月よりボランティア
養成講座を増やす

問　

高
齢
者
の
買
い
物
、
通
院

の
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
て
い
る
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

運
転
手
の
増
員
、
サ
ー
ビ
ス
回

数
を
増
や
す
考
え
は
。

福
祉
保
健
課
長　

高
齢
者
、
高

齢
者
世
帯
が
増
加
し
て
お
り
、

さ
ら
に
ニ
ー
ズ
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
育
成
は
必
須
の
課
題
で
あ
る
。

今
後
は
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

を
含
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
を
増
や
し
、
サ
ポ
ー
タ
ー

を
増
や
し
て
い
く
。
今
後
は
社

会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
月
1

回
、
定
期
的
に
講
座
を
開
催
し
、

生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
や
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
養
成
を

行
っ
て
い
く
。

問　

日
常
の
困
り
ご
と
相
談
、

送
迎
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
町
民
に

さ
ら
に
周
知
す
べ
き
で
は
。

福
祉
保
健
課
長　

民
生
児
童
委

員
や
福
祉
推
進
委
員
を
通
じ
て

の
周
知
、
「
広
報
ふ
じ
か
わ
」

「
福
祉
だ
よ
り
」
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
に
掲
載
、
医
師
会
や
店

舗
な
ど
に
お
願
い
に
い
く
。

問　

町
で
は
商
工
業
振
興
の
企

業
誘
致
の
推
進
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

産
業
振
興
課
長　

助
成
金
や
奨

励
金
な
ど
の
支
援
策
を
整
備
し

て
い
る
。
本
年
度
は
労
働
生
産

性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
「
導

入
促
進
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、

国
の
同
意
を
得
た
。
ま
た
、
工

業
見
本
市
の
テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ

ウ
へ
参
加
し
た
。

問　

新
児
童
セ
ン
タ
ー
が
開
所

し
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な

運
用
を
考
え
る
か
。

子
育
て
支
援
課
長　

子
ど
も
同

士
が
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
自
発

的
に
取
り
組
む
よ
う
運
営
す
る
。

特
に
自
主
性
を
重
ん
じ
た
「
ま

つ
り
」
、
発
想
を
生
か
し
た

「
工
作
教
室
」
な
ど
で
あ
る
。

中
心
は
小
学
生
に
な
る
が
、
中

高
校
生
も
学
習
室
や
遊
戯
室
の

利
用
が
で
き
る
。

問　

図
書
館
の
機
能
は
あ
る
か
。

子
育
て
支
援
課
長　

図
書
室
程

度
で
あ
る
。

問　

新
町
立
図
書
館
は
30
年

度
に
実
施
設
計
が
完
了
だ
が
、

進
ち
ょ
く
状
況
は
。

生
涯
学
習
課
長　

実
施
設
計
の

最
終
段
階
ま
で
進
ち
ょ
く
し
て

い
る
が
、
敷
地
面
積
な
ど
の
確

定
や
行
政
手
続
き
な
ど
の
協
議

に
時
間
を
要
し
て
い
る
。
町
で

も
進
ち
ょ
く
が
図
れ
る
よ
う
国

と
協
力
し
て
い
く
。

問　

日
本
の
民
話
集
の
収
集
状

況
は
。

教
育
長　

新
図
書
館
の
特
徴
の

一
つ
と
し
て
掲
げ
て
い
る
民
話

に
関
す
る
資
料
収
集
は
今
後
、

図
書
館
整
備
、
管
理
運
営
検
討

委
員
会
で
検
討
し
て
い
く
。
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一
般
質
問

町
の
課
題
を
問
う

企
業
誘
致
に
つ
い
て

新
児
童
セ
ン
タ
ー
は

新
町
立
図
書
館
に

つ
い
て

一層の生活支援員の増員が待たれる



風疹の感染拡大
防止対策は
抗体検査と予防接種を
無料に

問　

風
疹
の
感
染
が
拡
大
し
て

い
る
。
免
疫
を
持
た
な
い
30

代
か
ら
50
代
の
男
性
に
、
国
は

抗
体
検
査
と
予
防
接
種
を
無
料

で
実
施
す
る
対
策
を
発
表
、
本

町
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
は
。

福
祉
保
健
課
長　

昭
和
37
年

4
月
2
日
か
ら
昭
和
54
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
男
性
が
対
象
。

平
成
31
年
度
は
、
昭
和
47
年

4
月
2
日
か
ら
昭
和
54
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
男
性
に
対
し
、

無
料
で
抗
体
検
査
と
予
防
接
種

が
受
け
ら
れ
る
ク
ー
ポ
ン
を
発

行
し
、
円
滑
な
実
施
に
努
め
る
。

な
お
、
昭
和
37
年
4
月
2
日

か
ら
昭
和
47
年
4
月
1

日
生
ま
れ
の
男
性
に
対

し
て
も
、
希
望
者
に
は

ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
す

る
。

問　

対
象
年
齢
は
働
き

盛
り
の
世
代
、
夜
間
・

休
日
の
対
応
を
富
士
川

病
院
に
要
請
し
て
は
。

福
祉
保
健
課
長　

医
師

会
や
病
院
に
要
望
と
し

て
上
げ
る
。

問　

風
疹
予
防
接
種
費

用
の
助
成
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

安

心
し
て
妊
娠
・
出
産
で

き
る
よ
う
、
抗
体
が
低

く
妊
娠
を
希
望
す
る
女

性
に
対
し
検
討
す
る
。

問　

子
育
て
世
代
の
負

担
軽
減
と
し
て
、
乳
幼

児
か
ら
高
校
生
ま
で
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費

用
の
助
成
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

研
究
を
要

す
る
段
階
と
考
え
、
先
行
市
町

村
の
状
況
を
注
視
し
て
い
く
。

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

活
用
し
た
「
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
構
想
」
と
し
て
「
め

い
ぶ
つ
チ
ョ
イ
ス
」
事
業
が
あ

る
が
、
実
施
に
つ
い
て
は
。

政
策
秘
書
課
長　

国
が
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
と
地

域
活
性
化
を
目
的
に
、
自
治
体

ポ
イ
ン
ト
を
活
用
し
地
域
の
特

産
品
と
交
換
で
き
る
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
が
、
実
施
は
考
え
て
い

な
い
。

問　

今
後
、
図
書
館
カ
ー
ド
や

健
康
ポ
イ
ン
ト
、
介
護
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業
な

ど
、
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
が
活
用

で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
。

政
策
秘
書
課
長　

マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
普
及
促
進
の
た
め
、

新
図
書
館
建
設
に
併
せ
図
書
館

カ
ー
ド
利
用
の
検
討
を
す
る
。

問　

「
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
、
町
児
童
セ
ン

タ
ー
に
設
置
し
、
子
ど
も
や
母

親
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口

の
拠
点
に
で
き
な
い
か
。

子
育
て
支
援
課
長　

平
成
30

年
度
3
名
の
保
育
士
が
支
援
員

専
門
研
修
を
修
了
、
4
月
か
ら

町
児
童
セ
ン
タ
ー
に
「
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
、
相
談
窓
口
を
開
設
す

る
。

問　

「
町
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」
の
今
後
の
取
り

組
み
と
し
て
、
児
童
虐
待
や
ネ

グ
レ
ク
ト
の
対
策
、
発
達
支
援

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
け
る

よ
う
な
研
修
、
地
域
一
体
と
な

っ
た
子
育
て
支
援
の
計
画
を
策

定
す
る
考
え
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

議
員
の
意

見
を
参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

町
児
童
セ
ン
タ
ー
に

相
談
窓
口
を
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一
般
質
問

町
の
課
題
を
問
う

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
活
用
は

議員小林有紀子

風疹の予防接種を受けましょう（出典：国立感染症研究所感染症疫学センター）

風疹含有ワクチン定期予防接種制度と年齢の関係
（平成31［2019］年3月1日時点）

男
性
女
性

幼
児
期
に
個
別
接
種（
1
回
）

中
学
生
の
時
に
医
療
機
関
で

個
別
接
種（
1
回
） 中学生の

時に学校で
集団接種
（1回）

1回も
接種して
いない

出
生
1
歳

30
歳

40
歳

50
歳

2
回
個
別
接
種

第
3
期
中
1

2
回
個
別
接
種

第
4
期
高
3
相
当

2
回
個
別
接
種

第
2
期
就
学
前

20
歳

1
回
個
別
接
種

第
1
期
1
歳

1
回
も
接
種
し
て
い
な
い

28歳11カ月
1990年4月2日生

小学校入学 31歳5カ月
1987年10月2日生

39歳11カ月
1979年4月2日生

56歳11カ月
1962年4月2日生

1回も接種していない
39歳11カ月以上の男性と
56歳11カ月以上の女性は
接種の機会なし



　議会では、町内在住の20歳以上の方（町職
員・町議会議員とその家族を除く）で、議会広
報の批評や提言の提供をしていただけるモニ
ターを次により募集します。

・募集人員
・任期
・締め切り
・お問い合せ・応募先

10人以内
1年
令和元年5月17日（金）

議会事務局　☎0556（22）7211
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1年間
ありがとう
ございました
いただいたいただいた意見を反映して意見を反映して
より良いより良い議会だよりの議会だよりの
作成に努めて作成に努めて
まいります。いります。

いただいた意見を反映して
より良い議会だよりの
作成に努めて
まいります。

地域特産物のゆず作業
風景がとても良い

巨額な借入金は
不安です。新庁舎
建設の件・文化ホ
ール・峡南医療セン
ター、今後も記事に
して載せてほしい。

「住んでみてどうで
ぇ？」のコメントが素
晴らしい。人口減が課
題になっているので、
富士川町の良さを発
信してほしいですね。

ICТ推進部会など
知らなかったことが
分かり良かった。

議員賛否・改正条
例の可決公表は良
いと思う。

一般質問の議員の
顔写真に、答弁して
いる課長や町長の
写真を載せてもよ
いと思う。

新庁舎建設の財源に
ついて詳しい説明が
欲しい。

知恵袋は楽しみ
ですね。

6月定例会の一般質問の様子をCATV（11ch）で放映します。
議会の様子をご自宅のテレビ画面でご覧いただけます。
放映は6月下旬から開始し、9：30～11：00、20：30～22：00の1日2回です。

CATVによる議会の放映を始めます。

詳しくは、富士川CATV番組内の「富士川町からのお知らせ」をご覧ください。
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富士川町へようこそ
1 富士川町に住むことになったきっかけは

3 富士川町の住み心地は
2 富士川町に住んでいる期間は

4 その他

❶山に近い古民家でゲストハウスを開くのが夢で、
物件を見に初めて訪れたのが富士川町でした。日
本の原風景のような景色に惹かれ通う中で、地元
の人の魅力に触れ移住を決めました。
❷2012年4月に移住し7年経ちました。
❸大変住みやすいです。寒過ぎず晴れ間も多くて、
自然に囲まれつつ買い物や県外への便が良いのが
いいですね。町のいろんな方に移住前からお世話
になり、現在住んでいる下髙下の皆さんにも大変良
くしていただいて、求めていた暮らしができて大変
感謝しています。ゲストハウスに来るお客さんも、こ
こでの体験にとても満足されるので嬉しいです。
❹地域に子どもが少なく娘の遊び相手が限られる
のがネックです。学校や習い事で送迎が大変にな
るのも心配です。利用者が極めて少ないホリデーバ
スを改め、地域住民のためのバスを拡充してほしい
です。
　町民の声を反映した町づくりを、ハード・ソフト両

面で、町と町民が連携して取り組めば、より魅力的
で選ばれる町になり、町が継続していけると思いま
す。私たちもそのためにがんばりたいです。

❶塩山出身の父が高円寺でパン屋をしておりまし
た。生前に「山梨に戻ってパン屋をやりたい」と････。
亡くなった後になりましたが、私が富士川町でパン
屋を営めるのはありがたく思っております。
❷富士川町に越してきて、2年ほどになります。
❸「移住者」への偏見などを心配していましたが、
とても良い住み心地です。東京生まれで65年間住
んでおりましたので、友人は東京に多数おります。
彼らにも富士川町に越してくるよう声をかけていま
す。
　時々、玄関のドアノブに野菜や果物があり「都会
では味わうことができない人の和」が現存していて、
空気も食べ物も美味しく最高です。
❹私は東京で約26年間パン屋を経営していました。
一時期は都内に6店舗、海外に1店舗構えていたの
ですが、2011年の大震災以来、東京でパン屋を続
けることは困難だと判断したのです。
　パン作りには小麦粉、水、バターも大事ですが、

最も重要なのは実は「空気」なのです。富士川町は
福島原発から直線距離で330Kmあるので、安心し
てパン作りができます。私のパン屋［デッセム］は
「無添加=あらゆる化学合成物質を使用しない」
が信条です。さらに現在は、自家製自然酵母を作る
場合に富士川町のブドウ、トウモロコシ、平林のトマ
トなどを使用しております。富士川町はパン作りに
も、住むにも天国です。

廣瀬満雄・千穂 無添加パン：ベーカリーデッセム経営さん青柳町区

山口宗一郎・博子さん穂積区 古民家でゲストハウス経営

家族団らん

なごやかな職場ですが、パンづくりには厳しい




